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主 な 記 事

１面 令和６年度第５旅団レンジャー養成
集合教育開始

２面 連隊銃剣道競技会
対空実射訓練

３面 鹿追駐屯地創立６７周年記念行事
４面 第１回斥候訓練

第５旅団（旅団長 鳥海陸将補）は、５月７日（火）、
帯広駐屯地において、令和６年度第５旅団レンジャー養成
集合教育を第４普通科連隊（連隊長 小林１佐）が担任部
隊となり、開始しました。

本教育は、選抜された隊員に対し、レンジャー隊員に必
要な識能を修得させるとともに、資質、特に強靭な体力及
び精神力を涵養することを目的に実施するものであり、陸
上自衛隊で最も過酷な教育となります。

７日の同教育開始式では、レンジャー旗を鳥海旅団長か
ら教育担任官、教育担任官から主任教官、そして主任教官
から学生長に授与され、鳥海旅団長は訓示において、学生
に対し「強さと誇りを持ち、信頼しあえるレンジャー隊員
になれ」、「自らの安全は自らが確保せよ」を、指導部に
は、「徹底した個人管理と能力の付与」、「専修員が実施
する安全確保を確認、指導せよ」のそれぞれ２点を要望す
るとともに、「銀色に輝くレンジャー徽章を自分の胸に掴
み取り、ここに集う同期と共に称えあうことを祈念する」
と述べました。

その後、主任教官から自身と仲間を守るためのロープが
学生一人ひとりに手渡され、次の日の体力調整では、腕立
て伏せ、胴回し、屈み跳躍などを実施し、体力的に追い込
まれながらも、同期と励まし合いながら、乗り越えていき
ました。

教育に参加している学生は、５月７日から８月２日まで
の約３ヶ月間、様々な訓練に挑んでいき、レンジャー隊員
になることを目指していきます。

令和６年度第５旅団レンジャー養成集合教育開始

困難な任務を完遂するための原点ここにあり
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体力調整（腕立て伏せ）

体力調整（綱登降）
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第４普通科連隊は、４月２３日（火）、帯広駐屯地において、
「令和６年度連隊銃剣道競技会」を実施しました。
本競技会は、普通科隊員として近接戦闘に必要な体力・気力の

充実・強化を図るとともに、部隊の士気の高揚及び団結の強化を
目的に、中隊総当たり戦として、勝敗を決しました。

競技会に先立ち、統裁官（連隊長）は「あくなき勝利への執念
を持て」、「安全管理の徹底」の２点を要望し、各中隊は中隊長
を核心として一致団結し、勝利に向かって全力を尽くしました。
結果は、第２中隊が見事接戦を制して全勝し、平成１４年以来

２２年ぶりに優勝しました。
また、本競技会には第４普通科連隊ＯＢ会や防衛モニターの方

々が応援・観戦に来られて、白熱した試合展開に声援を送り、隊
員らとともに大いに盛り上がりました。

優勝は第２中隊が獲得

試合前の円陣

白熱した試合

連隊OB会及び防衛モニタ―
による応援

第５旅団ＹｏｕＴｕｂｅ
４月２１日から配信中

第５旅団は、４月１日（月）から４月４日
（木）を前段訓練、４月８日（月）から４月
１１日（木）を後段訓練として、静内対空射
場において、１２．７ｍｍ重機関銃による対
空実射訓練を実施しました。
本訓練は、第５高射特科隊（隊長 日下２佐）を

担任部隊として、旅団隷下部隊の隊員が参加したも
のであり、前段訓練では射撃理論（経空脅威、射弾
の性質、射弾の修正要領等）を学びました。後段訓
練では、基礎的な射撃操作を演練した後、実弾射撃
において、ＵＡＶを模擬した小型標的機の目標に対
し、重機関銃の特性を踏まえて射撃姿勢を堅固に保
持して射弾を集中させ、練成成果を発揮しました。
第５旅団は本訓練を通じて、旅団の対空自衛戦闘

能力を向上させることができました。 第５高射特科隊が担任

対空戦闘能力を向上
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各駐屯地の記念行事のお知らせ

観閲行進

式辞

詳しくは第５旅団
ホームページでご確認を！

鹿追駐屯地（司令 三浦２佐）は、４月２７日（土）、春の陽気に包まれた中、鹿追駐屯地創
立６７周年記念行事を来場者７５８名に対し挙行しました。式典では多くのご来賓が参加のもと、
三浦司令が式辞において「鹿追駐屯地は「明るく、さわやかに、地域とともにある駐屯地」とし
て発展し、本日を迎えられますのも、ひとえに、地域の皆様と協力諸団体の皆様のご理解とご支
援、ご協力、また、鹿追駐屯地で勤務された諸先輩の努力の賜物であります。これからも先人が
築き上げた、この素晴らしい環境を有効に活用し、道東の防衛はもちろんのこと、有事の際は、
国民の負託に応えられるよう、昼夜を問わず日々、訓練に励んで参ります」と述べました。その
後の観閲行進では、威風堂々と戦車隊による行進を披露するとともに、訓練展示では土煙を上げ
ながら前進する戦車が、迫力ある空包で轟音を響かせたことで観客からは歓声が上がりました。
その他、装備品展示や戦車体験搭乗など様々な催し物により、会場は大いに盛り上がり、本行事
は終了しました。

訓練展示

第５音楽隊演奏

ちびっこ広場
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り

だくさん！ぜひ！クリックを！
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▲井川駐屯地司令

▲鳥海旅団長

鳥海旅団長は及び井川駐屯地司令が５
月２８日（火）、月ごとの帯広駐屯地慰
霊碑参拝を行いました。

鳥海旅団長・井川駐屯地司令

帯広駐屯地慰霊碑参拝

旅団長・駐
屯地司令は、
帯広駐屯地の
所属隊員二十
二柱の御霊に
衷心より、敬
意と感謝の念
を捧げて哀悼
の意を表すと
ともに、日夜
地域のために
精励する旅団
・帯広駐屯地
全隊員の安全、
我が国の平和
と繁栄を祈願
しております。

第６即応機動連隊（連隊長 中津１佐）は、４月
２２日（月）から４月２６日（金）までの間、美幌
駐屯地、同訓練場及び矢臼別演習場において、令和
６年度第１回斥候訓練を実施しました。
本訓練は、斥侯要員が斥候運用計画に基づいた偵
察訓練とドローン操作訓練を、狙撃班が潜入と隠密
偵察訓練を実施し、訓練終盤には両グループによる
潜入訓練と観測訓練を同時に行い、互いに目標を探
しあう緊張感のある対抗形式の実戦的な訓練も行わ
れました。
本訓練を通じて、部隊の目となる斥候要員の能力
及び狙撃班に必要な識能を向上するとともに、斥候
要員と狙撃班による連携を強化することができまし
た。

部隊の目となる要員を育成

ドローン操作訓練 観測訓練

第６即応機動連隊
第１回斥候訓練


